
オリエンテーリング系



■概　要

■ねらい

■準備物 ■指導者、人数、費用など

■服装
　運動ができる服装
　履きなれた靴

※「地図」「問題・解答用紙」についてはＨＰよりダウンロード
●…必要なもの
○…あると良いもの

☆…交流の家にあるもの

謎解きハイキング
～淡路の海と山に触れよう～

グループで協力し、ポストに示された課題を解決しながら、淡路の自然を巡りゴールを目指します。（片道
約4km）

　◆淡路島の文化や自然の一端を発見する。
　◆グループでの活動を通して、協力する姿勢を育む。
　◆謎を解くことでグループの相互理解を促進する。
　◆コースの中で発見される社会問題について意識する。

指導形態

小学４年生以上対象

●地図 団体指導者による指導

準備物 必要数

グループ数

なし費用１個

場所

●時計（指導者用）

所外

実施時間○水筒 人数分

○帽子 人数分

３時間

人数 制限なし

１グループ人数 ～８人程度●筆記用具 グループ数

●問題・解答用紙 グループ数

１年中人数分〇タオル 時期

１～５台☆自転車（パトロール用）

グループ数☆バインダー

☆ゴミ袋 グループ数

☆はかり、ものさし 各１つ



■展　開

■留意点
　 安全上の留意点
・
特に交通量の多いところでは巡回指導を行うなど、必ず声かけをし、注意を喚起すること。

・ 道に迷う場合があるのでグループの行動に注意すること。

　 指導上の留意点
・
・

■雨天時の対応
・

交通ルールを守り活動を行うよう指示し、安全管理を行うこと。

教育キャンプ場など、他人の土地に無断で立ち入らないようにすること。

実施可能

活動中は活動者の主体性を重んじ、安全面を除いては指導者からの介入は行わず、グループや個人
の変容を観察すること。
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研修生の動き　

･グループとなって話を聞く。

・グループでポストを回り、課題を
解決していく。

・団体指導者による研修のまとめ、
研修生の感想の発表などを行う。

団体指導者の動き

以下のことを説明する。

【課題】
・グループで地図上にあるポストを探し、課題を解決し
ながら目標時間を目指しコースを回る。

【ルール】
・目標時間は１5０分
・他のグループの行動から判断をしない
・グループ同士での情報交換をしない
・公道では広がらず、常に団体として行動する
・解答用紙の提出が目標時間とずれた場合は１分につ
き１点の減点

・グループを時間差でスタートさせ、それぞれの時間を
計測する。
・交通量の多い場所や間違った方向に行きやすいポイ
ントに立つ。
・グループの安全を管理するため、自転車等で巡回す
る。
・ふりかえりのためにグループの変容に注意を払う。
・グループの解答を確認し、点数を付ける。

・研修のまとめや発表に対するコメントなどを行う。
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